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1前 2 ○ 2 2 共同

1後 2 ○ 3 3 共同

1前 2 ○ 2 3 2 共同

1前 2 ○ 2 3 2 共同

2後 2 ○ 1 1 2 兼1 共同

2前 2 ○ 1 1 2 共同

1前 2 ○ 2 1 6 共同

1前 2 ○ 2 2 共同

1後 2 ○ 1 1 共同

1通 2 ○ 2 1 共同

－ 20 6 8 9 0 0

1前 2 ○ 6 8 7 共同

2前 2 ○ 6 8 7 共同

1後 1 ○ 6 8 1 共同

1後 1 ○ 6 8 4 共同

1後 2 ○ 6 8 1 共同

2通 4 ○ 6 8 1 共同

－ 12 6 8 8 0 0

1前 1 ○ 2 1 共同

1通 3 ○ 6 8 1 共同

2通 3 ○ 6 8 1 共同

－ 7 6 8 1 0 0

1･2後 2 ○ 1 兼1 共同

1･2後 2 ○ 1 2 共同

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1 集中

－ 10 1 2 2 0 0

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 1

1･2前 2 ○ 2 共同

1･2後 2 ○ 2 共同

－ 8 0 5 0 0 0

1･2後 2 ○ 2 共同

1･2前 2 ○ 2 共同

1･2前 2 ○ 1 2 共同

1･2前 2 ○ 2 共同

1･2後 2 ○ 1

1･2後 2 ○ 2 共同

－ 12 1 3 2 0 0

－ 39 30 6 8 9 0 0

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教育課程等の概要

（教育学研究科学校教育実践高度化専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

学校教育の役割と教師の成長

備考

共
通
科
目

【教育課程の編成・実施に関する領域】

学校を基盤とするカリキュラム開発

特色ある教育課程とそのデザイン

【教科等の実践的な指導方法に関する領域】

授業研究の実践と課題

教材研究，指導方法，評価に関する実践的
課題とその改善

【生徒指導・教育相談に関する領域】

学校における生徒指導の実践と課題

教育相談の方法と実践

【学級・学校経営に関する領域】

学級経営の実践と課題

自律的学校経営の理論と実践

【学校教育と教員のあり方に関する領域】

鹿児島における学校教育と教員のあり方

小計（10科目） －

実
習
科
目

高度化実践実習Ⅰ

高度化実践実習Ⅱ

重点領域実践実習Ⅰ

重点領域実践実習Ⅱ

開発実践実習Ⅰ

開発実践実習Ⅱ

小計（６科目） －

選
択
科
目

分
野
共
通

課
題
研
究
科
目

学校教育におけるデータ分析とその活用

教職課題研究Ⅰ

教職課題研究Ⅱ

小計（３科目） －

組
織
経
営
分
野

学校安全と危機管理

グループダイナミックスからみた学級経営

学校づくりと教師

校内研修のデザインとマネジメント

学校経営と組織マネジメント

小計（５科目） －

－

指
導
法
深
化
分
野

ICT活用と授業デザイン

人口減少社会でのICT活用の役割

道徳の授業デザイン論

初等・中等教育における協働的指導法開発

特別活動の理論と実践

現代の教育課題に対応した指導法開発

小計（６科目） －

学
校
研
究
分
野

子どもと教師の心の健康マネジメント

授業研究の理論と実践

学校研究の手法と実践

総合的な学習のカリキュラム開発

小計（４科目）

合計（34科目） －

学位又は称号 教職修士（専門職） 学位又は学科の分野 教員養成関係
卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

共通科目（必修科目）20単位，実習科目12単位，選択科目のうち，課題研究科目7
単位（必修）3分野選択科目から8単位以上を修得し，47単位以上を修得すること
（但し，教職の経験歴から実習科目の一部を免除（上限5単位）された者において
は，47単位から免除された単位を減じた単位数以上を修得すること）（履修科目の
登録上限年間40単位）

１学年の学期区分 2学期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分


	2-2 【再補正後】

